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報告の要旨

• 国土形成計画

２００８年７月４日閣議決定 広域地方計画

東アジアとの円滑な交流・連携

• 道州制を先取りする国土形成計画と広域地
方計画

近畿圏広域地方計画協議会の設立
2008年8月13日

• 開発推進の新たなシステムとしての道州制









新たな公共事業の推進者としての関西州

• まとまった財源を地域財界が自由に配分した
いという意図が見え隠れ（岡田京大教授）

• 道州制への移行（目標２０１５年） 道州の役
割は広域的な公共事業 （二宮神戸大教授）

• 広域地方計画は道州制時代の合意形成の
絶好の練習問題（PHP総合研究所）









開発推進の新たなシステムとし
ての道州制

・第四次全国総合開発計画 1987年6月
・都市再生推進本部の設置 2001年5月

環状道路、空港・港湾の機能高度化

淀川左岸線・大和川線 合併施行方式

・新直轄方式による高速道路の整備
不採算路線の計画中止ゼロ 2002年12月



橋下知事の答弁

• 「需要があるから道路の必要性を判断するの
ではない」「大阪府だけでは都市間競争を乗
り切れない。広く関西州の地図を見ると、基
幹道路は重要。関西の発展と産業政策に生
かす。これ（新名神）がなければ、次の一手を
うてない」（府議会 2008年7月17日）

• 「関西圏域の産業政策を考えると、どうしても
必要」（第二京阪道路整備促進大阪協議会
会長として国土交通省に訴え 2008年7月30
日）



平松市長の発言

• 「淀川左岸線延伸部は大阪市域を通る道路
ではあるが、関西全体として重要なプロジェク
ト。関西圏として整備が促進できる事業主体
、事業手法を見いだしてほしい」（平松市長

（第１回近畿圏広域地方計画協議会（秋山喜
久会長）2008年10月21日）
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第二名神道路計画路線図


